
 注　意
●漏水の原因になるおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・本製品を取付ける前に、躯体のシャッター取付け部に防水シートが張ってあることを確認してください。
・見切り部材取付け後、必ず納まり図に指示している個所にコーキング材を充てんしてください。
・見切り部材（横）を取付けるときに、シール材がはがれないようにしてください。

■構造説明図

■取付けされる方へのお願い
●取付け前に必ず本説明書をお読みください。
●本説明書で使われているマークには以下のような意味があります。

●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。

取付け説明書ガレージシャッタークワトロ（見切り部材）
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…取付けを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が
想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

　 注  意

■部品一覧表
㋑ ㋺

シール材 トラスタッピンねじ
φ4×35

見切り部材

　　　　　　　　　　　　　　　L＝3600mm ※見切り部材は1部材1梱包です。

【単窓の場合】 【連窓の場合】
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※ 内は、ロットNo. 表示位置を示します。



下げ振り
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水準器

1見切り部材の切断
■縦用 ■縦用

2見切り部材の幅調整

3見切り部材（縦）の取付け

●納まりに合わせて見切り部材の幅を
　調整します。

①見切り部材のV溝に合わせて両端部
から100mm、中間部450mmピッ
チ以内でφ4.5 の下穴を開けてくだ
さい。
②見切り部材を躯体のコーナーに合わ
せ㋺トラスタッピンねじφ4× 35
で固定します。

●開口H寸法の長さで切断します。 ●「開口W寸法－25mm」の長さで切断します。
●W3500を超える連窓の場合、2本取りとなります。
　「（開口W寸法÷2）－12.5」の長さで切断します。切断面が両サイドに
なるように切断してください。
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■取付け順序
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※折りづらい場合は、カッターで
スジを付けプライヤーなどで折
曲げながら取ってください。
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見切り部材（横）
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 注　意
●見切り部材（横）を取付けるときに、
　シール材がはがれないようにしてください。

4シール材の取付け

5見切り部材（横）の取付け

●見切り部材（縦）の上部に㋑シール
材を張付けます。

①見切り部材のV溝に合わせて両端部か
ら100mm、中間部450mmピッチ
以内でφ4.5の下穴をあけてください。
②見切り部材（縦）の内側に合わせて
㋺トラスタッピンねじφ4×35で
固定します。

躯体

見切り
部材（横）

㋺

見切り部材（縦）

見切り部材（縦）

見切り部材（横）

見切り部材（横）

見切り部材（横）

切断面

切断面

※W3500を超える連窓の場合、2本になります。
1で切断した面が両サイドになるようにしてくだ
さい。
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■上部断面図 ■縦部断面図
■納まり図

化粧まぐさ

見切り部材（横）

コーキング材（別途）

見切り部材（縦）

縦枠

コーキング材（別途）


